
B型肝炎予防接種について（説明書）

1．B型肝炎とは

　B型肝炎はB型肝炎ウイルス（HBV)によって起こる肝炎です．世界で約3億人が感染しているといわれ，

日本でも約100万人が感染していると推測されます．乳児期にHBVに感染すると慢性肝炎になることが

多く，長期にわたる治療を必要とし，最悪の場合，肝硬変や肝がんを発症します．現在日本では，乳児期

の感染の最大の原因である母児感染を予防するために，ウイルスを保有している母親から出生した赤

ちゃんに対し，ワクチン接種を行っています．しかしB型肝炎の感染は母親からのみではありません．父

子感染や性行為感染などにより年間2万人の感染者がいることが分かってきました．さらに近年，外国由

来のHBVも検出されるようになり，この外国由来株は成人期での感染でも慢性化する可能性があります．

WHOは1992年にB型肝炎ワクチンを定期接種することを勧告しました．これを受けて多くの国ではB型

肝炎ワクチンの定期接種，すなわち乳児すべてにワクチン接種を行っています．先進国で定期接種してい

ないのは日本とイギリスだけです．

2．B型肝炎ワクチンについて

　B型肝炎ワクチンは遺伝子組換え技術を応用してつくられたワクチンです．B型肝炎と肝臓がんを予防

します．母親がウイルス保有者（キャリア）でなければ任意接種となります．出生後すぐに接種を開始する

ことができますが，生後2カ月からヒブや肺炎球菌ワクチンと同時接種で開始するのが効率的です．お子

さんの年齢にかかわらず重要なワクチンですので，接種することをおすすめします．初回接種の4週後に

2回目の接種，2回目接種の20～24週後に 3回目の接種を行います．

3．B型肝炎ワクチンの副反応

　注射部位の発赤，腫脹，硬結，疼痛，熱感，掻痒感などがあります．その他，発熱，発疹，嘔気，下痢，

食欲不振，頭痛，倦怠感，関節痛，筋肉痛などがみられることがあります．また非常にまれですが，アナ

フィラキシー反応や脳炎の発症が報告されています．

4．次の方は接種を受けないでください．

①明らかに発熱している方（通常は37.5℃を超える場合）

②重い急性疾患にかかっている方

③このワクチンの成分によってアナフィラキシーを起こしたことがある方

④その他かかりつけの医師に予防接種を受けないほうがいいと言われた方

5．次の方は接種前に医師に相談してください．

①心臓血管系疾患，腎臓疾患，肝臓疾患，血液疾患，発育障害などの基礎疾患のある方

②過去に予防接種で，接種後2日以内に発熱，全身性発疹などのアレルギーを疑う症状のみられた

方

③ 過去にけいれん（ひきつけ）を起こしたことがある方

④ 過去に免疫状態の異常を指摘されたことのある方，もしくは近親者に先天性免疫不全症の者がいる

方

⑤本ワクチンの成分に対してアレルギーを起こすおそれのある方



6．接種後は以下の点に注意してください．

①接種後30分間は，ショックやアナフィラキシーを起こすことがありますので，医師とすぐに連絡が取

れるようにしてください．

②接種後に高熱やけいれんなどの異常が出現した場合には，速やかに医師の診察を受けてください．

③接種後1週間は体調に注意してください．また，腫れが目立つときや機嫌が悪くなったときは医師に

ご相談ください．

④本ワクチンの接種後，違う種類のワクチンを接種する場合は，6日以上の間隔を空けてください．

⑤接種部位は清潔に保ってください．入浴は問題ありませんが，接種部位をこすらないでください．

⑥ 接種当日は激しい運動をしないでください． 

7．健康被害について

　B型肝炎ワクチンを適正に使用したにもかかわらず発生した副反応などにより，死亡・障害・疾病などの

健康被害が生じた場合は，医薬品医療機器総合機構法に基づく医薬品副作用被害救済制度による救済

の対象となる可能性があります．
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